
令和６年度 第１回 

日野市高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業推進協議会議事録要旨 

 

 

令和５年度事業実施報告について委員からの質問 

・歯科の口腔機能低下の予防に関して、前年度は質問票だけだったと思います。今回のパ

ターン 2 の後期高齢者歯科検診を受けた方をセレクトしたっていう風に書いていますが、

この高齢者歯科検診を受けるということは歯科に対しての意識が高い方と見受けられます

が、あえてこの意識の高い方をセレクトした理由が何なのか、本来であれば対象になって

いても受診しなかった人の方が問題ではないかと思うのですが、そのあたりはいかがでし

ょうか。 

 

・高齢者歯科検診の受診率がとても上がってこないという話を聞いておりますので、それ

と合わせて受診しない人たちもフォローしていただけると、何で受けないのかというとこ

ろの実態もわかってくるので、次回はぜひ入れていただきたいと思いました。 

 

・後期高齢者歯科検診のところの話ですけれども、この資料の中で令和 4 年度の後期高齢

者歯科検診を受診した方とあります。 

この令和 4 年度の実施内容というのは、実は令和 5 年から大きく変わっていまして、今ま

では 5歳刻みであったということがあります。お話いただいたのは、令和 5年は実は 75歳

から 79歳の 1年刻みに変わりましたので、これはどう読み解くといいのかなっていうのは

こちらもわからないんですけど、実際には令和 4 年度から令和 5 年度にかけて大幅に実は

後期高齢者の歯科検診の受診者はほぼ倍近く増えました。例えば舌圧系を検診の中に入れ

ていくですとか、オーラルディアドコキネシス、これは口のいわゆる活舌、口の巧緻性と

言いますけど、活舌を見ていくような形で、実際の舌の力と巧緻性を見る、そして後問診

からみられる結果というのが令和 5 年から出てきたものですが、実際にこの口腔機能低下

予防の実施と、ある意味、並行するといいますか、健康診断よりももっと舌圧系としては

より細かいものを使っている、エコカウンターというのが、やはり好評な材料でして、こ

れをずっと使ってくれるかというのは中々わからないところですが、これの点に気が付い

ていただいたのは良いことで、実際に今度次の年度で後期高齢者歯科検診に受診した方を

対象として行くのかどうか、それを実際に歯科の方で今度 1 年ごとに行いますのでそのあ

たりで歯科受診が実際に上がってくるかもしれないですし、ちょっとこのあたりをどう解

釈するかっていうのは健康課の方でも考えていただきたいと思うのですけれども、状況と

しては気が付いていただいて、受診してくださらない方をどうするか、80 歳以上の方をど

うフォローしていくかっていうのはまた健康課と相談しながら進めて行くことになると思

いますので、また今後どうしていくかっていうのは検討課題になっていると思います。 

 

・ハイリスクアプローチ、対象者がかなり多い状況の中で参加者、手紙を出して答えた方

を対象、なので答える方なので意識は高いかなっていうので、余りにも埋もれている方が



多すぎてこの方たちがなぜ手紙を返さなかったのか、返せなかったのかもしれないと考え

ると、何かもう少し救ってあげられる方法がないのかなっていうのを心配になってしまっ

て、方法とか思いつかないのですけれども、もう少し対象者をこれだけあぶりだせている

のであれば、もう少し広く拾う手段を手紙を送っただけっていうところではなく、もう一

声手を差し伸べても手段があるといいなって考えました。 

 

・この 9 ページにあります 4 つの圏域で、参加者であったり相談者であったりというのが

小さな非常にあるように見受けられますけれども、例えばこの事業に参加しやすい会場の

剪定ですとか、あるいは声掛けですとか、見てみると平山圏域はサークルが多くあったり

ですとか、今地域でそれぞれのちょうど行きやすさとか時間帯ですとかいろいろなことを

考えて工夫されているのかなという風にお見受けしたのですけれども、それはいかがでし

ょうか。 

 

令和６年度事業について委員からの意見・質問 

委員からの意見・質問なし 

 

意見交換 

・令和 5 年から始めた後期高齢者の歯科検診というのは、非常に歯科を受診している後期

高齢者の方にも非常に好評であったりとか関心を持っていただいているっていうことがあ

りまして、それが本当に 1 年目だけでしたので 2 年目以降どういう形でなってくるか、あ

るいは 1年目受けた方がまた 2年目・3年目と受けるときにどうなってくるかというのを健

康課と常に相談しながら歯科の方ではプログラムの対象になる方が想定されるのかわかり

ませんけれども、結果というのをこれから一緒に考えていきたいという風には考えていま

す。 

 

・健康教育を行った通いの場の件ですが、去年行っていただいたところとかもだいぶ通い

の場の高齢化っていうとおかしいですけど、高齢化がされてきてメンバーが変わったりと

か後は状況が変わってきてらっしゃる方も多いので、1回新しいところを行っていただくの

は大切なんですが、以前行ったところのフォローもどこかでしていただければと思います

のでよろしくお願いします。 

 


